
【解答】

Ⅰ

(1) ①	 (2) ③	 (3) ①	 (4) ②	 (5) ①

(6) ④	 (7) ③	 (8) ④	 (9) ③	 (10) ①

Ⅱ

(11) ②	 (12) ③	 (13) ①	 (14) ⑤	 (15) ②

Ⅲ

(16) ①	 (17) ②	 (18) ③	 (19) ②	 (20) ②

(21) ③	 (22) ③	 (23) ③	 (24) ①	 (25) ②

Ⅳ

(26) ①	 (27) ②	 (28) ③	 (29) ②

Ⅴ

(30) ③	 (31) ②	 (32) ④	 (33) ①	 (34) ①

(35) ④	 (36) ②

記述 (A)　以前も重要だったし、今も重要である。

Ⅵ

(37) ④	 (38) ①	 (39) ①	 (40) ③	 (41) ②

記述 (B)    人間の顔が識別できないこと。

記述 (C)　same

Ⅶ

記述 (D)   name

記述 (E)　stop

記述 (F)    end

Ⅷ

(42, 43, 44)	 ⑥①⑤

(45, 46, 47)	 ①④⑤

(48, 49, 50)	 ⑦④①
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【解説＆講評】
　問題量が多いので、迅速に正確に解いていく能力が求められている。読解力がきちんと問わ
れている良問である。

Ⅰ
(4) for A to B の形を思い出せば、photosynthesis の単語が影響することはないので、焦らず
解答を導き出して欲しい。ただし、ホークス学院の「単語帳」には、基本単語として掲載され
ている。

(9) SV と SVはコンマで結べない。結びたいのならば、接続詞か関係詞が必要となってくる。
この問題も出来れば、正解してもらいたい。

Ⅱ
(11) look は 2文型 =SVC、をとる動詞なので、beautiful とする。

Ⅲ
(16) 〜 (25) の穴埋め問題である。難しい単語もあるかもしれないが、きちんと読解していけば
点数は取れるはずである。

Ⅳ
(26) の前に、等位接続詞の and があるので、これから判断してもらいたい。意味が分からなく

ても、文法を考えていけば出来るはずである。

(27) も (28) も前後関係をじっくり観察すれば、正答が得られるので、冷静に対処しよう。

(29) は仮定法と判断すればよい。

Ⅴ
sustainability がキーワード。この単語を知らなければ、なかなか文章がはっきりと読めなかっ

たはずである。よく出てくる表現なので、記憶しておこう。医学部受験生にとっては、必須の

単語である。また、設問を解く際には、全体を通して何が言いたいか、を考えるのが入試突破

のカギである。

Ⅵ

記述 (B) の対処は、ヒントがどこかに隠れている、と意識するのがポイント。記述式の勉強をし

ていないと、適切な日本語が出て来ない可能性もあるので、その対策もしておく必要がある。

Ⅶ

苦手な受験生が多いが、自分なりにカッコに入る単語を予想するのみである。音読をしている

と、すんなり入る場合が多い。

Ⅷ

まず、英文を読んでカッコに入るものを予想する。それから、選択肢の中でペアになるものを

探していけば、さほど時間は掛からないはずである。

■無断転用・複製を禁じます。内容には万全を期していますが、内容に関していかなるトラブ

ルが発生してもその責任は当方では一切責任を負いません。


